
国道135号(伊東市赤沢)

道路災害復旧だより
撮影日：2020.7.16
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被災状況
令和２年７月４日未明、梅雨前線

に伴う豪雨により、国道135号・赤沢

地区で道路脇斜面が崩落しました。

幸いけが人等は出ませんでしたが、

崩土により国道が遮断されてしまい

ました。このため、崩土除去とともに

仮設防護柵を設置し、一定の安全

が確保して７月６日には通行止めを

解除しました。

本格的復旧工事へ
令和２年10月、国の査定を受けて

災害復旧事業として採択されました。

その後、地元調整や工法の詳細検

討、立木伐採などを進めてきました。

この結果、令和３年６月に本格的

な復旧工事の着手にこぎつけました。

10月末までの完成を目指して急ピッ

チで復旧工事を進めていきます。
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5/28設置完了

赤：終日（8:30～17:00）

黄：作業時のみ

工　種
令和３年

備考

資材ヤード

国道135号

断面図

①仮設ネット工

②ポケット式落石防止網

③法面工（高強度ネット）

後片付け

災害復旧工事(斜面対策)の概要

④-1 仮設防護柵撤去

④-2 ガードケーブル復旧工

＜ 交通規制の予定＞

道路面からの高さ

約60m

風化岩
① 仮設ネット工

②落石防止網工

（ポケット式）

③法面工

（高強度ネット）

④-1 仮設防護柵撤去

④-2 ｶﾞｰﾄﾞｹｰﾌﾞﾙ復旧工

約55°

②落石防止網工

（ポケット式）

③法面工

（高強度ネット）

① 仮設ネット工

工事に必要な資器材の運

搬は、市道八幡野草崎線側

に整備した資材ヤードから

「モノレール」を使います
(延長約150ｍ、高低差は 約40m

もあります)
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傾斜角は約55度と

非常に急峻です。

このため安全対策に

万全を期して工事

を進めます！

令和３年5月までに、準備工（立木の伐採、資材ヤードの整備、モノレールの設置等）が完了したことから、6月

から本格的な復旧工事を開始します。施工手順は、下記の図面とスケジュール表のとおりです。

国道は幅約6ｍと狭く、また斜面角度約55度の急峻な地形での施工となるなど厳しい現場条件ですが、交通

誘導員や斜面監視員を配置するなど万全の安全対策を取りながら、一日でも早い工事完成を目指します。

※6～10月にかけて片側交互通行規制を行います。特に赤矢印期間は終日規制（8:30～17:00）につき渋滞が予想

されます。お急ぎのところ誠に恐縮ですが、ご理解・ご協力の程よろしくお願いします。

工事スケジュール

仮設構台

仮設階段

交通誘導員

斜面監視員

平面図


